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本年度自動運転実証事業の想定スケジュール案（令和６年度～令和７年度）

中間
報告会

アドバイザリーボード

官民連絡会

第１回：自動運転の通信課題に
ついて調査結果を共有・議論
（海外事例を含む）
第２回：通信課題の整理

R６年度
10月

R７年度
４月

R８年度
４月

最終
報告会
（２月）

モデル集
策定
（３月）

公募要領等審議
（２月）

最終
報告会
（２月）

モデル集
拡充
（３月）

選定
（４月）

設立準備

R６検証

第１回
（１月）

第２回
（２月）

整理した通信課題につい
て、R７検証の公募に反映

モデル集の説明

第３回
（５月）

第４回
（２月初）

第３回：モデル集の説明、
モデル集の効果的な広報、
令和７年度実証事業の予定
その他

第５回：モデル集の説明
（予定）

第５回
（５月）

モデル集の説明

• 政府目標である地域限定型の無人自動運転移動サービスを2027年度までに100か所以上で実現するため、通
信課題を網羅的に洗い出し、2027年度までに通信課題を解決する。

中間
報告会
（10月）

第４回：通信課題の整理
（予定）
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○ 令和６年度に総務省が実施した「地域デジタル基盤活用推進事業（自動運転レベル４検証タイプ）」の成果を
「モデル集」としてまとめ、これを広く周知することで、地域におけるレベル４自動運転移動サービスの社会実装を促進。

○ モデル集では、社会実装に向けて課題を持つ方・検討を進めている方を対象に、既存の通信環境や自動運転シス
テムでは対応が難しい場面に対して、「技術の導入により解決・実現できること」を中心に、参考情報を提供。

対象となる読み手 モデル集の活用例

導入を決定する人 地方公共団体
交通政策担当部局／
デジタル推進担当部局

レベル４自動運転を導入する際に、導入地域の通信環境や走行環境等に起因する課題に対す
る解決策を把握する。さらに、レベル４自動運転導入に向けた許認可等の手続きや適切と考え
られる相談先（関係事業者）についての参考情報を得る。

運用する人 地方公営企業
地域のバス等運送事業者

レベル4自動運転の導入よる効果（交通サービス提供における省人化・省力化等）を把握する。
さらに、「導入を決定する人」や「技術を提供する人」との連携についての参考情報を得る。

技術を提供する人 自動運転システム提供事業者
通信事業者・通信ベンダ

レベル４自動運転の導入・社会実装にあたって、導入地域の通信環境や走行環境等を踏まえ
て提供が求められる技術等について、定量的な実証の結果等をあわせて把握する。

モデル集の構成

○レベル４自動運転の導入に
活用可能な通信技術等の紹介

• ローカル５G、Wi-Fi、衛星通信、キャリ
アアグリゲーション・マルチSIM など

○具体的な課題と解決事例の
紹介

• トンネル、交差点、道路工事・路上駐車、
通信混雑、救急車接近 など

通信品質改善の事例（茨城県境町）

課題 携帯基地局のエリア内であっても、周辺の建物等の影響により、通信品質が悪化する地点が存在。

解決
手段

キャリアアグリゲーション：特性の異なる電波を同時並行で利用することにより、通信環境の変化に柔軟に
対応。通信品質の確保を実現。

トンネルにおける通信確保の事例（群馬県前橋市・中之条町）

課題 トンネル内は携帯基地局の電波が届かず、車両の遠隔監視が行えない。

解決
手段

通信設備の設置等：トンネル天井に漏洩同軸ケーブルやWi-Fi６の設備の設置等を行うことで、トンネル内
での通信環境を確保。遠隔監視を実現。

交差点における安全確保の事例（茨城県日立市）

課題 交差点を右折する際、自動運転車両からは死角が存在する

解決
手段

交差点の信号柱に死角を補うカメラを設置。高速大容量のローカル５Ｇによって交差点の状況を自動運転
車両に送信。車両の交差点進入の際の安全確保を実現。 5

「レベル４自動運転移動サービスの社会実装促進に向けた
通信システムの信頼性確保等に関するモデル集」の概要



レベル４自動運転移動サービスの社会実装促進に向けた
通信システムの信頼性確保等に関するモデル集（１）
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○ 既存の通信環境や自動運転システムでは対応が難しい場面について、「実証エリアの特徴」、「レベル４自動運転の課題」として示したうえで、
活用した通信方式や通信方式を活用するための技術を整理している。

○ レベル４自動運転の実現に向けた通信方式等の技術活用の結果について、「導入により解決・実現できること」として、視覚的な表現も含め分
かりやすく提示している。

○ さらに、レベル４自動運転導入についての具体的な参考情報として、令和５年度補正予算 地域デジタル基盤活用推進事業（自動運転レベル４
検証タイプ）における実証の様子や、実証を通して明らかとなった留意事項、定量的な評価結果等を盛り込んでいる。

前提条件を
記載

利用の仕方や
結論を分かり
やすく提示

現地の写真・
図により、効
果を視覚的に
訴求する



レベル４自動運転移動サービスの社会実装促進に向けた
通信システムの信頼性確保等に関するモデル集（２）

7

○ 「事例」には、昨年度実証の様子として、通信技術等に関する専門性の高い技術的な内容も含めることで、導入技術の組
み合わせなどを検討するための参考情報となるよう提示している。

通信システム
の設置位置に
関する制約等
の情報

設置位置を柔
軟化するため
の工夫（WiGig)

の利用



レベル４自動運転移動サービスの社会実装促進に向けた
通信システムの信頼性確保等に関するモデル集（３）

○ 「実証による評価結果」にはやや専門的な内容もトピックをかいつまんで記載し、遅延や帯域といった定量化情報も可能な
限り示して、レベル４自動運転の実装の具体的な実例を整理している。

やや専門的な
内容も結果の
トピックを
かいつまんで
記載

遅延や帯域と
いった定量化
情報も可能な
限り記載
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頂戴したいご意見
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頂戴したいご意見

〇 総務省では令和６年度に実施した「地域デジタル基盤活用推進事業（自動運転 レベル４
検証タイプ）」を通じて、本モデル集を作成。

〇 自動運転の導入を検討する地域が本モデル集を参照することによって、レベル４自動運
転移動サービスの社会実装が促進されるよう本モデル集の周知等を進める必要。

〇 本モデル集の周知等の推進のため、以下の点について、御意見を頂きたい。

・本モデル集の周知等の効果的な方法

・令和７年度事業の実施に際して、本モデル集の充実のために考慮すべきことはあるか。
等
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